
タイの経済発展 と農村間分業の形成:

ヤソ トン県の三角枕の事例 池 本 幸 生
はじめに

タイ'は1980年 代後半以降 目覚 ましい経済発展を遂

げてきたが、同時に所得格差 も急速に拡大 してきた

(lkemoto〔1993〕 参 照)。タイの場合、経済発展を主

導 してきた第2次 および第3次 産業はバ ンコクおよ

びその周辺に集中 しているために、所得格差の拡大

は農村 ・都市間の格差の拡大と して捉えられ、人に

よっては1980年 代後半以降の経済発展が農村部にな

ん らの便益 ももた らさなかったとまで考えている。

しか し、バンコクを中心とする経済発展は実際には

様々なチャンネルを通 して農村部に も利益をもたら

して きた。そのようなチャンネルとして地方か らバ

ンコクへの出稼ぎ、消費財の農村部での販売、政府

支出の地方政府への移転および工場の地方分散など

いろいろな側面か ら捉えることがで きる。

本稿ではこのようなチャンネルの一っの例として、

農村家内工業を取 り上げる。 このよ うな農村家内工

業は最近では政府の奨励措置を受 け、またNGOの

サ ポー トもあり、各地で様々な試みが見 られる。 こ

の小論では、タイの地方の中で も所得水準の低いと

され る東北部からヤソ トン県 シータン村における三

角枕作りを例にとり、1980年 代 後半以降の高度成長

の時期にそれがどのように変化 してきたかを明らか

に しなが ら、高成長の地方への インパク トとその経

路について考えてみることにす る。

1.三 角枕の用途 と歴史

三角枕の形は正三角柱を しており、三角形の一辺

は約30cm、 幅 が約50cmの ものが一般的であり、

これは背 もたれ ・肘かけと して用いられる。大きさ

は大か ら小 まで様々あり、寺に寄進するたあにその

数倍 もの特別大 きなものを作 ったり、逆に飾 り用と

して小さなものを作 ったり、キーホルダー用と して

更に小さな ものを作 ったりしている。また、さらに

実用的にするために座布団を1～3個 付けたものな

ど多 くの種類が作 られている。少量多品種生産と言

えよう。用途と しては、かっては寺に寄進 したりあ

るいは客に贈ることが中心であり、自分で使 うこと

はあまりなか った。従 って、市場 もほとんど存在せ

ず 各村で自給自足の状態にあ るか、せいぜい近隣の

村の間で交換されていたにすぎない。従 って、どの

村で も昔は三角枕を作れる女性がいたと言われ、い

い三角枕を作れることがいい嫁の条件で もあった。

しか し、最近では観光客向けに作 られた り、自分で作

らず買 って くるように な?た こと もあ り、市場が

徐々に拡大 して きている。

シータン村での今 日の三角枕作 りの歴史は20年 程

度 まで遡 ることができる。今か ら約30年 前(1960年

代初め)、ある村人がバ ンコクに出かけて行 った とき、

ある寺で綺麗な三角枕を見っけ、その美 しさに感動

し、村に帰 ってか ら自分の村で も作 らせ るように

なったというのが直接的な契機である。 このことは

シータン村では、ほとんど知 られていなか ったとい

うことを示 している。 しか し、1970年 代 に政府が農

村開発政策を採 るよ うにな ると、ヤソ トン県で は

シータン村の三角枕を奨励するようになった。 この

段階ではシータン村には三角枕を取 り扱う商人は3

軒 あり、村の約半数の家で三角枕を作 っていた。販

売は商人だけでな く、村人 たちの作った生産組合 も

行っていた。この段階では奨励策と言 って も全国物

産展のよ うな場で三角枕を展示する程度のことしか

行われておらず、資金的な援助などはなか ったよう

であるが、物産展のおかげで徐 々に シータンの名が

全国的に知 られてい くようにな った。1984年 頃にな

るとほぼ全戸で三角枕を作 るよ うになり、1980年 代

後半以降の高成長期 に三角枕に対する需要 も急増す

るとシータン村のみでの生産では需要に追いっけな

くなり、1989年 頃 から周辺の村に織布の委託が始ま

り、さらに1991年 に はシータン村で布を織 ることを

止め、ここに農村間で三角枕の分業体制が成立する。

パ ー キ ッ トを使 ったか ぱん作 り

2.三 角 枕の生産工程

三角枕生産の分業関係を示すために三角枕のの製

造工程を以下の3段 階に分けて説明 してお く。

①機織 り

用い られる布で主要なものは 「パーキッ ト」と呼

ばれ る模様を織 り込んだ布で、 ラオスや東北タイ等
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で伝統的に古 くか ら織 られてきた。綺麗な模様を出

すために簡単な仕掛が してあり、それを使いこなす

ためには熟練を必要 とす る。従って、誰で もがパー

キ ットを織れるというわけではなく、特に年輩の一

部の女性が織ることができるというケースが多い。

ただ し、パ ーキッ トを織るのが盛んな村では若い女

性で も織ることができる。一般的に布を織るのは女

性の仕事である.。機織りに用い られる機 は木の枠に

関 してはどこで も手に入れ られるような材木であり、

コス トは高 くない。糸を通す部分(箴:お さ)に っい

ては町で買って くるが75バ ーツとい う安いものであ

る。機織 りで もっと もコス トのかかるのは糸である。

機織 りが下請けに出される場合には糸は商人が持 っ

てきて貸 し与えるとい う形をとる。この工程は技術

的には広い範囲で残 っていること、機自体に投資を

それほど必要としないこと、織 るのに時間がかか る

ことのために三角枕作りのポ トルネックとなること

などの理由により、 シータン村は周辺の村に依存す

るようになった。

②縫製

三角枕の縫製は、きれいに正三角形になるように

一辺約8cmの 正三角形を組み合わせるような形に

縫い合わされている。普通の大 きさの ものな ら10個 、

小さめの ものな ら6個 、大 きめのものな ら15個 組み

合わ され る。 この繰 り返 しによ りさらに大 きなもの

も作 ることができる。内部に用いる布はパーキッ ト

ではな く、網のような 目の荒い ものである。これ ら

の布を縫い合わせていくという工程は複雑であり、

熟練を要する。 また、この段階では ミシンを必要と

し、投資が必要となる。電動の ミシンは足踏み式の

ものより値段が高いかわ り生産性 も高い。この工程

は電動化と熟練によって生産性を伸ばす ことがで き、

需要の拡大に対 して もシータン村内の労働で十分対

応ができる。そ こでこの工程はシータン村で独占さ

れることになる。

③綿詰め、仕上げ

この工程 は② の工程で縫い上が った ものに藁を芯

として詰め、その周りにカポ ックの綿を棒で詰あ込

む。その後側面に当たる正三角形部を約8cmの 小

三角形ごとに縫 って蓋を してい く。この工程の道具

は、綿詰め用の棒と仕上げ用の針だけが必要である。

作業 自体簡単なので子供が手伝 ったりしている。

シータン村ではコス ト削減のため藁を芯に し、そ

の周 りにカポックを詰めているが、高級品と してカ

ポックだけを詰めた ものは高 く売 られる。

as

三 角枕の仕上 げ

3.三 角枕の村落間分業

三角枕生産における分業関係 は村内部の小規模な

ものか ら村の間での分業という大規模な ものまであ

る。 ここでは村間分業の行われる大規模 なものにっ

いて見てい くことにする。 この分業関係の中心にあ

るのはシータン村であり、三角枕の生産工程②③は

シータン村によ ってほぼ独占されている。 シータン

村に隣接するニ コム村で も工程②③は行われている

が、 シータン村とは条件が異な るので後に再び取 り

上げ る。 シー タン村が工程②③に特化す ることに

なった経緯はすでに述べ通 り、 シータン村のみで三

角枕を生産 してきたが、1980年 代 後半か らの高度成

長に伴 って三角枕に対する需要 も急増 し、その需要に

対応するためにシータン村の商人達はパーキ ットの

供給を村外 に求めたということである。

では、なぜ シータン村の商人達は村内では工程②

③に特化 し、工程①を村外 に求 めたのだろうか。ま

ず、技術的制約 として考え られることは工程②に関

しては修得に時間がかかるということである。っま

り、需要の急激な増加に対 して工程②の技術を他の



パー キ ッ トを織 る

村に移転 していては間に合わない。また、 ミシンに

対する投資 も必要である。 このような条件があるの

で三角枕生産を他の村に委託す るということはで き

ない。次に工程③であるが、この技術は他の村 に移

転す ることは容易ではあるが、シータン村の内部で

余剰労働力が存在する限 り、他の村に委託す る必要

はない。実際、この工程は子供が学校から帰 って き

てからや、学校が休みの時などに親の手伝いとして

行われている七、 ミシンを使えない人や縫製の仕事

のない人が行 うなどして十分村の中で賄 うことので

きる作業である。 ただ し、この数年の間に中学進学

率が100%に 近 いところまで上昇 して くるよ うにな

ると、小学校を卒業 した後、町に出稼 ぎに行 く15才

くらいになるまで工程③の作業を手伝 うというケー

スは減少 している。

村間分業の成立す るもうひとつの条件 として シー

タン村の人々の利益を図 るとい う商人の行動原理を

あげることがで きる。三角枕生産を組織 しているの

はシータン村に住む商人たちであるが、彼 らが村の

中で商人 として活動 していくためには、村人たちと

の協力的関係を必要と し、村人の協力を得 るために

29

は他の村の人たちと比べて少なくとも不利にな らな

いという条件で村人達に仕事を与えることが期待さ

れている。工程②にっいては最 も収入のいい工程で

あるためにシータ ン村の人たちは手放そうとはしな

い。工程① と③を比べてみると両者とも一 日の稼ぎ

と して平均的には80～100バ ー ツ程度になるが、熟

練 ・技能とい うことを考えた場 合、工程①の方がよ

り高い収入になっても不思議ではないが、両工程が

同 じ収入になるということは工程③の方が優遇 され

ている。っまり、 シータン村の人たちに有利な条件

が与え られていると考えられる。 この点は実際に三

角枕を作 っている村人へのインタビューで も明らか

である。すなわち、 「なぜ シータン村では機織りを

止めて しまったのか」という問いに対 し、 「儲けが

よくないか ら」 「時間がないから」という答えが聞

かれた。 このことは村人自身、た くさん作 らなけれ

ば ならな くなったとき最 も効率の悪い部分(労 働に

対 して儲けの悪い部分)を まず最初に止めていった

ことを示 している。そ して、それに応 じる形で商人

たちはパーキ ットを織れる人たちを探 していったと

いうことである。

シー タン村の人たちが工程②③を有利な仕事であ

ると見な しているという点は、例外的に シー タン村

が工程②③の下請けをさせているニ コム村を検討す

ることによって確かめることができる。ニコム村は

シータン村か ら幹線道路に出た所にある。この村に

はシータン村の人々と親戚関係にある者が多 く住み、

シータ ン村の人か らは兄弟(親 子)関 係にある村と見

なされている。従 って、シータン村の商人がニコム

村の村人の利益 も優遇すると解釈す ることにより、

この例外 も理解す ることがで きる。

このような自分の村の利益を優先するとい う行動

は村落間の経済格差を維持 ・拡大する方向に作用 し

ていると考え られる。 ただ し、他の村では宝石研磨

などの別の家内工業を行 ったり、バ ンコクに出稼 ぎ

に行 くなどの収入源を持 っているケース も多 くみ ら

れ、シータン村以外の村は貧 しいというように単純

に割 り切 ることはできない。

次に工程①の機織 りを行 う村にっいて見ると、ヤ

ソ トン県中部の広い範囲に分布 している。 このよ う

な地域が形成 されたのは シータ ン村の商人がパ ー

キッ トの不足を補 うために周辺の各村を回ってパ ー

キッ トを織れる人を探 し歩いた結果である。商人は

町で買 ってきた綿糸を織り手のところに届け、織 り

手はパーキ ッ ト単位当たりい くらという条件で織 る。



そ して商人は織りあが った布を回収すると同時に織

り賃を支払う。 このような織 り手のいる村の例と し

てポーサイ村、ポーシー村、クラン村、タオハイ村、

ノーンクー村、シン村、ノンヒン村、 ノンペ ット村

などがある(こ れ らの地域の広が りについては河野・

永田〔1992〕図8参 照)。

4.商 人 の役割

商人達は三角枕の分業を組織す るという重要な機

能 を果 た して いる。 ここで言 う商人 とい うのは、

シータ ン村で三角枕を取り扱っている人々を指 し、

多 くは女性である。その理由は、 もともと布を織 り

三角枕を作るという作業は女性の仕事であると見な

されてきたために、三角枕に関連 して働 くのはほと

ん どが女性で あ ったか らで ある。最初 は組合(グ

ループ)を 作って組合が三角枕作 りを組織 し、組合

単位で町に売りに行くとい う形をとることが多か っ

た。ところが、彼女 らの中か ら資本を蓄えた ものが

商人となり、自ら生産 を管理 し、バ ンコク等の町の商

人たちと取引を開始するようになった。従って、三

角枕を作る者か らそれを売 る者まで女性であ るとい

うことにな った。今で も三角枕作 りをす るのは女性

の仕事であると考え られ、男は農業を行 うという意

識が強い。ただ し、バ ンコクなどの工場で働いて きた

男の中には町の工場で働 くのと同様の感覚で三角枕

の縫製段階を手伝 う者 もいるが、それは少数である。

商人達は単に卸売 りに従箏す るだけでな く、資本

家的役割 も果た している。すなわち、彼女 らは周辺

の村の村人に対 しては町で買 ってきた綿糸を前貸 し

してパーキッ トを織 らせ、そのパーキ ットを シータ

ン村の人々のところに運んで縫わせ、さらにカポ ッ

クのわた も調達 して きて仕上げさせる。

材料の前貸 しを行 う商人は資本を蓄積 してい くと

ともに前貸 しを行わない純枠な商人に転化 してい く。

この転化のプロセスは次のように して生 じる。前貸

しを行 う商人達は三角枕の販路を次第に全国に広げ
'てい くが

、取扱量が増えて くると生産の管理 まで自

分で行 うのは困難にな って くる。同時に生産を請け

負 っていた人たちの中に資本を蓄積 し、前貸 し商人

的活動を行いうる人たちが出現 して くる。す ると、

もともと前貸 しを行っていた商人達は生産活動か ら

手を引 き、生産はすべて新興の商人に任せて しまい、

自らは流通に特化することになる。新興の前貸 しを

行 う商人達 もまた将来生産活動か ら手を引き流通に

特化す ることを望んでいる。その理由は利益がよ り
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大 きいということの他に、前貸 しを行 うものは生産

管理上の リスクも負わなければならないためである。

このような商人による生産の組織化は経営形態の

歴史的発展段階論の分類方法に従えぱ、 「問屋制家

内工業」と分類することができよう。この説では経

宮形態は 「手工業経営」か ら 「家内工業経宮」 「手

工的工場経営」 「機械制工場経営」へと発展 して き

たとされ、 シータン村を中心とする三角枕の分業体

制はこの第二段階に当たる。この段階では、増大す

る需要に対応す るために商業資本家が 「第1に 市場

生産に必要な資金その他を手工業者に前貸 しすると

ともに、第2に は手工業者の生産 した商品の販路の

開拓にあたったのであ って、 ここにいわゆる商業資

本主義の成立を見 る」(東 洋経済新報社,1975年768

ペ ー ジ)。このような経営形態は 「中世末期において、

む しろ後に資本主義的発展に取 り残 された北イタ リ

アやオランダの諸都市 に広範に見 られる」(同 前111

ペ ージ)。実は、現在の イタ リアにおいて も注目され

てい る経営形 態のひ とっにFlexibleSpecializa-

tion(柔 軟 な特化)と い うものがある。これは 「人 々

の共同体や一群の企業群の自然科学的に、歴史的 に

決定 され、限定 された地域におけ る活 発な共存 に

よって特徴づ けられた社会、地理的な実体」(Be-

cat亡ini)と定 義されている。イタ リアにおいてFlex-

ibleSpecializationが 注 目され るのは、大都市立

地型の資本集約的大企業が不振に喘いでいるのとは

対照的に、地方都市立地型の労働集約的中小企業が

健闘 しているからであ る。そ して、多品種少量生産

で不安定な市場に適応 させている要因は 「地域への

帰属意識」であ り 「共同体意識」である。 このよ う

なイタリァのFlexibleSpecializationの 議 論 と比

べてみるとき、 シータ ン村の三角枕の経営形態 も類

似するところがあるように思われる。

これまではシータン村の商人達を中心に検討 して

きたが、シータン村周辺の機織 り地帯 にも資本家的

商人がいる。彼女らは自分の村や周辺の村でパーキ

ッ トを織 らせ、それをシータン村に売りに行 くとい

う前貸 し問屋制的活動 を行っている。同時に、三角

枕より広 く一般に用い られ、また作るの も簡単な四

角枕については機織 りから完成品までの全工程を組

織 し、 自ら町へ売 りに出かけてい る。 このよ うな

シータン村周辺で商人のいる村の名前を挙げると、

シン村、ノンヒン村、ノンペ ット村などである。彼 ・

女達 もシータン村の商人達 と同様に自分の村の人 た

ちが周辺の村に比べて不利にならないように配慮 し
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ながら仕事の配分を決めている。例えば、他の村で

は労賃が安いとしても自分の村の人々にも仕事を与

えるということである。っまり、単純な経済合理性

とは違う共同体的原理で行動しているように見える。

ただし、これも市場の不確実性によるリスク回避の

手段と考えれば経済合理的であるかもしれない。と

は言うものの、たとえ自分の村の人たちから反感を

持たれるようになっても仕事を続けることはでき、

この場合には経済活動の場は県を越えて広範囲に及

ぶことになる。

5.シ ー タン村以外での三角枕作 り

シータン村は三 角枕作 りの中心地ではあるが、

シータン村以外では全 く作られていないというわけ

ではない。 しか し、 シータン村の三角枕があまりに

も有名であり、また独 占状態にあるので、そこに参

入するために他の村ではより精巧なもの、よ り美 し

いものなど、特徴のあるものを作るとい う工夫を し

ている。以下ではふたっゐ例を挙げ ることにす る。
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パ ー トン村とポー シー村は三角枕づ くりに関 しては

シータ ン村と同じくらい歴史を持 っている。 これ ら

の村ではパーキッ トの模様をより複雑で精巧 なもの

に し、また中にはシータン村のように藁 を詰めた り

せず、100%、 カポ ックの綿を使 うなどよ り手の込ん

だ ものを作っている。その分、値段 も高 くなり需要

量 も少ないので注文生産を行 っている。シータ ン村

は低価格で大量消費向けであるのに対 し、これ らの村

は高級品の少量生産であ ると言え る。また、経営形

態の発展段階論で言えば、問屋制家内工業以前の注

文生産 による手工業経営 と言 うことがで きよ う。

従って、シータン村のよ うに企業家的役割を果たす

商人 もいない。商人の役割を果たすのは生産組合で

あり、政府の奨励 ・補助によ り活動 している。また、

生産規模が小さいので村落間の分業 は成立 していな

い。村間分業ではないが、隣のポーサイ村の人が生

産組合に参加するという形で入 ってくることはある。

もうひとつの興味深い例はカムプラ村である。カ

ムプラ村 はヤソ トン県隣のアムナーチャルン県にあ



るが、地理的 には近い位置にある。 この村の特徴は

天然染料を用 いるところにある。天然染料の技術は

村に古 くか らあ った ものや政府の援助により修得 し

た ものであるが、シータ ン村などが化学染料を用い、

黄色や赤などの派手な色をしているのに対 し、カム

プラ村の製品は草木染めの地味な色を している。化

学染料に比べて手間がかかること、カポックが100

%使 わ れていることによ り値段は高めであるが、外

国人に人気が あることもあ り、最近バ ンコクの デ

パー トで も見かけることが多 くなった。 この村 も生

産規模がまだまだ小さいために商人は出てきていな

いが、婦人組合が商人の役割を果た している。 この

村は県の奨励 により三角枕を作 り始めたが、当初は

県の役人 しか買 う人はいなか った。販路を開拓する

うえでNGOの 果 た した役割は大きか った。NGO

は この村の人 々に対 して天然染料を用いることを勧

め、また完成品をバ ンコク、ウボ ン、コンケ ンなど

のデパー ト、みやげ物売 り場で売れるよ うに自ら販

路を開拓 していった。一旦、マーケ ット・チャンネ

ルができると、後はひとりでに市場が開けてい った。

アムナーチャルン県は最近できた新 しい県であるが、

県庁や郡庁の職員にパーキ ットの服 を着るよう奨励

した り、小規模農村開発資金を三角枕生産プロジェ

ク トに供与ないしは低利融資 してパ ーキ ット関連商

品の奨励を行っている。関連商品にはパーキッ トを

用いた鞄があ り、カムプラ村内のひとつの地区で作

られている。 この地区はバ ンコクの特定の鞄工場へ

の出稼 ぎが多 く、出稼ぎから帰 って きた人たちの う

ち男が鞄を作る作業を している。工場は組合長の家

の一部を使い、そこに男が数人集まって分業的に少

量多品種の鞄作 りをしている。 これは経営形態の発

展段 階で言えば手工業工 場経営(あ るいはマニュ

ファクチャリング)と 呼ばれる ものに相当すると考

え られる。

下請けを引き受けて くれる人を探 してい く。このよ

うな村を回 りなが ら商売をするとい う慣 習が、東北

タイで産地が形成 される基礎であると考え られ る。

このよ うなネッ トワークは歴史的な積み重ねが大 き

いほど有利であり、一般的に古い村ほど有利である

と言える。実際、上述のシータン村、 シン村、ポー

シー村、ポーサイ村、クラン村は、マラ リアによっ

て消滅 したティン村か ら派生 した比較的古い村であ

る。 もっとも古いとい うことは商人が発生すること

の必要条件で もなければ十分条件で もない。む しろ

村に活動的な人がいるか否かの方が重要であるとも

言える。村が古いということは、そのよ うな人が現

れ る確率が高いということを意味 している。上述の

村は幹線道路か ら離れていて交通の便は必ず しも良

くないが、古 くか らの人的ネ ットワークを利用する

ことによって商業活動を行 うことが可能 になってい

るものと考え られる。
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おわ りに

最後に、 シータン村を中心とする三角枕作 りの産

地が形成された歴史的背景にっいて触れておきたい。

ある村でのイ ンタビューの話であるが、かつて枕作

りが自給自足的に行われていた頃、親戚のいる村に

遊びに行ったとき、枕をお土産 として持 って行 った

ところ非常に喜ばれ、それがきっかけとなって枕が

売れることを知 り、以後売 り歩 くようになった。ま

た、下請け関係が周辺の村 に広が っていく過程で述

べたように、資本家的商人 は周辺の村を回 りながら
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